



















































































































































































































































牛肉数量 牛肉価格 牛肉金額 生鮮肉金額 牛肉ウエイト
1976 8045 267 21502 66518 0，323
1977 8390 273 22883 68731 0，333
1978 9315 276 25661 71145 0，361
1979 9425 285 26813 72094 0，372
1980 9153 309 28313 74840 0，378
1981 9410 310 29171 76409 0，382
1982 9854 314 30978 79220 0，391
1983 9687 314 30426 77683 0，392
1984 10050 312 31365 78693 0，399
1985 9818 319 31324 78321 0，400
1986 9912 321 31836 77530 0，411
1987 10424 318 33181 76399 0，434
1988 10763 316 33986 75006 0，453
1989 10728 321 34444 75481 0，456
1990 10816 329 35570 77198 0，461
1991 11347 324 36779 78549 0，468
1992 11437 316 36100 77919 0，463
1993 11767 290 34101 74142 0，460
1994 12245 269 32905 70602 0，466
1995 12335 263 32385 69471 0，466













ブタ肉金額 ブタ肉価格 鶏肉金額 鶏肉価格 その他肉価格 その他肉ウエイト
1976 28260 151 13115 111 138．3 0，677
1977 28469 146 13520 111 134．7 0，667
1978 28419 144 13276 102 130．6 0，639
1979 28017 138 13505 97 124．7 0，628
1980 28630 137 14375 99 124．3 0，622
1981 29116 147 14641 104 132．6 0，618
1982 29521 150 15111 103 134．0 0，609
1983 29202 153 14606 102 136．0 0，608
1984 28981 152 14794 102 135．1 0，601
1985 27296 148 14242 98 130．9 0，600
1986 26440 142 13791 95 125．9 0，589
1987 25000 137 13037 90 120．9 0，566
1988 23886 135 12230 87 118．7 0，547
1989 24048 136 12052 89 120．3 0，544
1990 24421 141 12221 94 125．3 0，539
1991 24136 143 12530 97 127．3 0，532
1992 24063 145 12487 97 128．6 0，537
1993 22922 139 11800 93 123．4 0，540
1994 21413 134 11212 91 119．2 0，534
1995 21175 132 11020 91 118．0 0，534
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た代わりに，ブタ肉の消費額が落ち込んだため，全体の効用水準が伸びなかったとみられる。
　1989年に牛肉の輸入自由化が合意され，91年から実施されたという事実に照らして効用の動
きをみてみると，逆に2ポイントほど総効用が落ち込んでいる。これは牛肉の価格が安くなり，
牛肉の稀少性もうすれてきたことから判断される。このことを図2でみてみよう。90年以降の
牛肉，ブタ肉，鶏肉の消費額の推移をみてみると，牛肉のみが落ち込んでいる。牛肉の消費数
量が増大しているのに金額が落ち込んでいるのは価格の下落のためである。しかし，それが反
映されて効用の上昇（ありがたみの増加）があらわれなくなってしまっている。
　このように，様々な変化の中でも食肉全体における効用は80年代，90年代と安定しているこ
とがわかった。かつてのように，牛肉のみが高嶺の花で，それを得ることから受けるありがた
みが次第にうすれてしまったことが言えるが，他方，数量拡大と価格下落が重なって効用は大
きく下がることがなかったのである。この意味で，日本の最近の食肉市場は安定していると結
論づけられる。
　　　　　　　　　　　　　IX．外的要素の効用への寄与
　次に，D．W．Diewert（1976）の理論を拡張させて一般化した水野（1991）（1992）の理論に
基づいて，「μ次同次のときの効用への外的要素寄与率」を計測してみよう。効用関数がμ次同
次のとき，効用へ影響を及ぼす，数量等以外の外的諸要因は次の式で計算される。
γ＝dlnu一μdlnQ （24
　このγが効用への外的要素寄与率である12）。もし効用関数が1次同次ならば右辺のμが1と
なる。
　食肉市場について特に関心がもたれるのに，牛肉輸入自由化以降である。そこで，ここでは
ウルグアイラウンドで牛肉の輸入自由化が合意された89年以降の効用への外的要素寄与率を
計算する。その結果が表5であり，それを図であらわしたものが図3である。
　牛肉輸入自由化が決定された89年からそれが実施された91年までは，効用への外的要素寄
与率がマイナスとなっており，91年は特にそれが一2％を越している。つまり，外的な出来事
がこの3年間は消費者の効用を押し下げたといえる。この当時の日本の食肉市場における問題
点，つまり生産者保護のために消費者は価格，質の点で十分納得できない肉を購入せざるをえ
なかったことが明らかになった形となった。効用への影響が改善されるのは輸入自由化が本格
化した92年以降である。序々に輸入されてくる肉の質も向上し，それが効用の伸びに結びつい
てきたからである。最近の外的要素寄与のプラスは，安くて質のよい食肉を消費できるように
12）水野勝之（1995）ではμ＝1のケースで計算している。
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なったことを表している。
　　　　　　　　　　　　　　表5　効用への外的要素寄与率
1989 一〇．00853
1990 一〇．00543
1991 一〇．0～447
1992 0．004753
1993 一〇．00628
1994 0．004768
1995 0．000297
1996 0．023633
図3　効用への外的要素寄与率
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X．結びにかえて
　ここでは，基数的効用を前提としての応用理論を紹介した。とくに序数的効用理論では成り
立ち得なかった効用への外的要素の寄与率の計測も，効用関数にμ次同次の関数を仮定するこ
とによりこれまでの槁稿よりもより一般化した理論を示すことができた。
　具体的には，食肉市場という個別市場で，効用の逓増・逓減の実証理論および外的要素寄与
の理論を実証することができた。日本の食肉市場では我々の効用が逓減していることがわかり，
1990年代に入って効用自体の大きさも低下していることが分析できた。また，効用への外的要
素寄与率も，効用の逓減を前提にして計測することに成功した。その結果意外にも，牛肉の輸
入自由化という出来事が食肉の効用全体にはマイナスにはたらいていたことがわかった。
　今回は，市場分析を食肉対象としたが，このようなCES型効用関数を用いれば，いずれの市
場においても，効用関数のμ次同次性を前提にして効用を計測することができ，そして効用へ
の外的要素寄与率も計測することができる。これは，第一にミクロ理論から出発したシステムー
ワイド・アプローチの特徴を効用が逓増・逓減で利用できる理論であるとみなしたことと，第
二にディーワートの理論と組み合わせることにより効用への外的要素計測を可能にしたことに
よる。今後は，効用の変化への外的要素の寄与が大きいといわれる情報産業等にこの理論が活
用できると考えている。ここでの理論の今後の応用はより興味深い結果をもたらしてくれるか
もしれない。
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